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＜はじめに＞ 

集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

を送
おく

るうえでの「きまり」は、すべての生
せい

徒
と

が安
あん

全
ぜん

に登
とう

校
こう

し、安
あん

心
しん

して学習
がくしゅう

する環
かん

境
きょう

づくりのために、とても大
たい

切
せつ

なことです。     

また、正
ただ

しい「マナー」や「礼
れい

儀
ぎ

」「言
こと

葉
ば

づかい」なども、周
しゅう

囲
い

の友
とも

達
だち

や先
せん

生
せい

との人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

を築
きず

き、深
ふか

めるために 重
じゅう

要
よう

であると共
とも

に、卒業後
そつぎょうご

の社会
しゃかい

で

必要
ひつよう

なことです。 

ひとりひとりが「きまり」を守
まも

り、「マナー」などを身
み

に付
つ

けることの大
たい

切
せつ

さについてしっかりと考
かんが

え、自
じ

覚
かく

し、すべての生
せい

徒
と

にとって、充
じゅう

実
じつ

した学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

、今日
き ょ う

も来
き

てよかったと思
おも

える学校
がっこう

生活
せいかつ

となることを願
ねが

っています。 
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１ 学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

の流
なが

れ 

（1）登
とう

校
こう

時
じ

刻
こく

 

  ◇ 登
とう

校
こう

時
じ

刻
こく

は８：５０です。 

◇ 部
ぶ

活
かつ

動
どう

の朝
あさ

練
れん

習
しゅう

参
さん

加
か

者
しゃ

は８：００までに登
とう

校
こう

してください。 

◇ 始
し

業
ぎょう

前
まえ

トレーニング参
さん

加
か

者
しゃ

は８：３０までに登
とう

校
こう

してください。 

◇ スクールバスで登
とう

校
こう

する生
せい

徒
と

は、乗
じょう

車
しゃ

時
じ

刻
こく

に遅
おく

れないようにしてく 

ださい。 

 

（2）下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

 

     ◇ 下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

は１５：１０です。部
ぶ

活
かつ

動
どう

がある日
ひ

は、各部
か く ぶ

活動
かつどう

で下校
げ こ う

時刻
じ こ く

が異
こと

なります。 

   ◇ 始
し

業
ぎょう

式
しき

、終
しゅう

業
ぎょう

式
しき

などの日
ひ

は１１：４０です。 

 

（3）欠
けっ

席
せき

、遅
ち

刻
こく

など 

   ◇ 当
とう

日
じつ

の欠
けっ

席
せき

、遅
ち

刻
こく

、早
そう

退
たい

は、担
たん

任
にん

または高
こう

等
とう

部
ぶ

の先
せん

生
せい

へ必
かなら

ず連
れん

絡
らく

し

てください。 

 

 

 

＜連
れん

絡
らく

先
さき

＞ 職
しょく

員
いん

室
しつ

（０５６８）４１－８７５１ 
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２ 通
つう

学
がく

 

  登
とう

下
げ

校
こう

は、決
き

められた通
つう

学
がく

経
けい

路
ろ

を利
り

用
よう

してください。特
とく

に、交
こう

通
つう

ルールを

守
まも

ることや、公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

利
り

用
よう

の際
さい

は、公
こう

共
きょう

マナーを守
まも

ることを心
こころ

掛
が

け

ましょう。また、登
とう

下
げ

校
こう

中
ちゅう

に困
こま

り事
ごと

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、すみやかに学
がっ

校
こう

へ

連
れん

絡
らく

してください。 

  最
も

寄
よ

りの駅
えき

まで、自
じ

転
てん

車
しゃ

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、「通
つう

学
がく

状
じょう

況
きょう

調
ちょう

査
さ

票
ひょう

」に記
き

載
さい

し、駐
ちゅう

輪
りん

場
じょう

の有無
う む

について報
ほう

告
こく

をしてください。また、ヘルメットの着
ちゃく

用
よう

と自
じ

転
てん

車
しゃ

損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

保
ほ

険
けん

等
とう

への加
か

入
にゅう

を必
かなら

ず行
おこな

ってください。 

 

３ 服
ふく

装
そう

等
とう

 

 (1) 制
せい

服
ふく

 ： 本
ほん

校
こう

指
し

定
てい

のものを着
ちゃく

用
よう

してください。 

制
せい

服
ふく

の上
うえ

に着
き

る防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

は、華美
か び

でないもの（紺
こん

、黒
くろ

等
とう

）にし 

てください。 

運
うん

動
どう

服
ふく

の上
うえ

に着
き

る本校
ほんこう

指定
し て い

のウインドブレーカー（紺色
こんいろ

） 

を着
ちゃく

用
よう

してもよいです。 

＊春日井市
か す が い し

の中学校
ちゅうがっこう

制服
せいふく

変更
へんこう

に合
あ

わせて、ブレザータイプの新制服
しんせいふく

にする 

ことも可能
か の う

です。 
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(2) 運
うん

動
どう

服
ふく

 ： 本
ほん

校
こう

指
し

定
てい

のものを着
ちゃく

用
よう

してください。 

校
こう

内
ない

で活
かつ

動
どう

するときに着
ちゃく

用
よう

します。 

運
うん

動
どう

服
ふく

の上
うえ

に着
き

る防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

は、本
ほん

校
こう

指
し

定
てい

のウインドブレー 

カー（紺
こん

色
いろ

）とします。 

 (3) 作
さ

業
ぎょう

服
ふく

 ： 本
ほん

校
こう

指
し

定
てい

のものを着
ちゃく

用
よう

してください。 

 (4) 靴
くつ

 

◇ 通
つう

学
がく

靴
くつ

 ： 指
し

定
てい

はありません。華美
か び

でない（白
しろ

、紺
こん

、黒
くろ

等
とう

）履
は

き慣
な

 

れたものとします。 

◇ 上
うわ

履
ば

き ： 指
し

定
てい

はありませんが、サンダルやスリッパではなく、 

シューズタイプのものにしてください。 

◇ 体
たい

育
いく

館
かん

シューズ ： 本
ほん

校
こう

指
し

定
てい

のものを着
ちゃく

用
よう

してください。 

◇ 運
うん

動
どう

場
じょう

用
よう

シューズ ： 指
し

定
てい

はありませんが、ランニングシューズが 

よいです。(スパイクは不可
ふ か

） 

 (5) その他
ほか

 ： ピアスや指
ゆび

輪
わ

、ネックレスなどの装
そう

飾
しょく

具
ぐ

、マニキュア、 

化
け

粧
しょう

、頭
とう

髪
はつ

の脱
だっ

色
しょく

や着
ちゃく

色
しょく

、加
か

工
こう

などは禁
きん

止
し

します。 

頭
とう

髪
はつ

は学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

の妨
さまた

げにならないような長
なが

さにしたり、 

束
たば

ねたりするなどして、清
せい

潔
けつ

感
かん

を保
たも

ちましょう。 
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※ ６月
がつ

から９月
がつ

は夏
なつ

服
ふく

期
き

間
かん

、10月
がつ

から５月
がつ

は冬
ふゆ

服
ふく

期
き

間
かん

としますが、衣
ころも

替
が

 

えは弾
だん

力
りょく

的
てき

に取
と

り扱
あつか

います。気
き

候
こう

、天
てん

候
こう

、健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

等
とう

に応
おう

じて判
はん

断
だん

し 

てください。 

 

４ 持
も

ち物
もの

 

 ◇ 自
じ

力
りき

通
つう

学
がく

生
せい

は、身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

を携
けい

帯
たい

してください。 

◇ 金
きん

銭
せん

やスマートフォン（以下
い か

、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

など）、装
そう

飾
しょく

具
ぐ

など、学
がく

習
しゅう

上
じょう

必
ひつ

要
よう

のない物
もの

は、持
も

ってきてはいけません。ただし、自
じ

力
りき

通
つう

学
がく

生
せい

で、防
ぼう

犯
はん

上
じょう

や安
あん

全
ぜん

上
じょう

の理
り

由
ゆう

で携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

などの所
しょ

持
じ

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、「携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

等
とう

使
し

用
よう

許
きょ

可
か

願
ねがい

」を提
てい

出
しゅつ

してください。また、「携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

等
とう

使
し

用
よう

規
き

則
そく

」を

しっかり守
まも

ってください。 

◇ 物
もの

の貸
か

し借
か

りをしてはいけません。自
じ

分
ぶん

で使
し

用
よう

する物
もの

は自
じ

分
ぶん

で準
じゅん

備
び

し 

必
かなら

ず記
き

名
めい

してください。 

 ◇ 財
さい

布
ふ

や定
てい

期
き

券
けん

、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

などの貴
き

重
ちょう

品
ひん

は、登
とう

校
こう

後
ご

に貴
き

重
ちょう

品
ひん

袋
ぶくろ

に入
い

れ 

て職
しょく

員
いん

室
しつ

で管
かん

理
り

します。 

 ◇ 定
てい

期
き

券
けん

の購
こう

入
にゅう

には、学
がっ

校
こう

で発
はっ

行
こう

する「通
つう

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

」が必
ひつ

要
よう

です。事
じ

務
む

 

室
しつ

にある「通
つう

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

発
はっ

行
こう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

」を記
き

入
にゅう

し、事
じ

務
む

室
しつ

へ提
てい

出
しゅつ

してくだ 

さい。発
はっ

行
こう

される「通
つう

学
がく

証
しょう

明
めい

書
しょ

」は、事
じ

務
む

室
しつ

で受
う

け取
と

ってください。 
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５ 部
ぶ

活
かつ

動
どう

 

  部
ぶ

活
かつ

動
どう

の参
さん

加
か

条
じょう

件
けん

は、次
つぎ

の四
よっ

つです。 

(1) 活
かつ

動
どう

意
い

欲
よく

が十
じゅう

分
ぶん

にあること 

 (2) 心
しん

身
しん

ともに健
けん

康
こう

であること 

 (3) 安
あん

全
ぜん

な自
じ

力
りき

通
つう

学
がく

が可
か

能
のう

で、登
とう

下
げ

校
こう

に問
もん

題
だい

がないこと 

 (4) 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の協
きょう

力
りょく

、理
り

解
かい

が得
え

られること 

   自
じ

分
ぶん

の目
もく

標
ひょう

や課
か

題
だい

に対
たい

して、継
けい

続
ぞく

して粘
ねば

り強
づよ

く努
ど

力
りょく

できるように、途
と

 

中
ちゅう

で他
ほか

の部
ぶ

活
かつ

動
どう

に変
へん

更
こう

することはできません。また、授
じゅ

業
ぎょう

態
たい

度
ど

や学
がっ

校
こう

 

生
せい

活
かつ

において、好
この

ましくない状
じょう

態
たい

が続
つづ

く場
ば

合
あい

は、部
ぶ

活
かつ

動
どう

への参
さん

加
か

を認
みと

 

めない場
ば

合
あい

があります。 

 

６ その他
ほか

 

 (1) アルバイト 

アルバイトは禁
きん

止
し

します。 

(2) 運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

証
しょう

の取
しゅ

得
とく

 

  いかなる運
うん

転
てん

免
めん

許
きょ

証
しょう

の取
しゅ

得
とく

も禁
きん

止
し

します。 

(3) いじめ 

   相
あい

手
て

を傷
きず

つけたり、嫌
いや

な気持
き も

ちにさせたりするすべての言
げん

動
どう

はいじめ
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に該
がい

当
とう

します。 

いじめは、どんな理
り

由
ゆう

があってもしてはいけません。先
せん

生
せい

たちも、い

じめは絶
ぜっ

対
たい

に許
ゆる

しません。 

    もしも、自
じ

分
ぶん

がいじめられている、あるいは友
とも

達
だち

がいじめられている

ことを知
し

ったときには、必
かなら

ず先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

してください。いじめられてい

る人
ひと

や相
そう

談
だん

してくれた人
ひと

たちを、先
せん

生
せい

たちは全
ぜん

力
りょく

で守
まも

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

＜さいごに＞ 

 春
はる

日
ひ

台
だい

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

には、さまざまな 障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

のある生
せい

徒
と

が在
ざい

籍
せき

します。

正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

があって、きまりを守
まも

ることが難
むずか

しいときには、すみやかに担
たん

任
にん

や学
がく

年
ねん

主
しゅ

任
にん

の先
せん

生
せい

まで申
もう

し出
で

てください。それぞれの状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて、柔
じゅう

軟
なん

に対
たい

応
おう

します。 

 

みんなの約
やく

束
そく

 

自
じ

分
ぶん

がされて嫌
いや

なことは、人
ひと

にしない、言
い

わない。 


